
■「令和」新時代の幕開け 
 

 ・全国的な人口減少・少子高齢化の進行       

 ・「Society5.0」への挑戦 
 
■「第１期の地方創生(2015～2019)」の検証と「第２期の地方 
   創生（2020～2024）」に向けた検討  
  ・人口減少・少子高齢化に加え、 「東京一極集中」 「地域
間 
     の経済格差」は依然として深刻な状況。  
 ・地方創生の更なる充実・強化を図るため、「関係人口
の 
   創出・拡大」 「『未来技術』の活用」 「SDGsを原動力とした
地 
   方創生」 「地域の経済社会構造全体を俯瞰した地域マネ
ジ 
   メント」など新たな視点に重点を置いた施策を検討。                   

１ 時代の潮流 

第３ 重点的に取り組む施策等 

「施策重点化の視点」を踏まえた具体的な重点施策について、各部局との調整を図りながら、第３期プランの重点戦略・基本政策ご
とに整理して記載 
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第４ 重点施策等の推進に当たって 

２ 本県の現状 

３ 政策評価結果と今後の課題 

■県民所得の低迷 
   ・製造品出荷額等や農業産出額の伸びが見られるものの、
全 
   国との経済格差の解消には至らず、県民所得は依然とし
て 
     全国下位に低迷。  
■歯止めがかからない人口減少 
    ・移住者の増加等により社会減に改善の兆しが見られるもの
の、 
         全国との経済格差を背景とした社会減は継続。  
    ・若年層の社会減が婚姻件数や出生数の減少の一因とな
り、   
   自然減が拡大。  
■次期あきた未来総合戦略の策定 
   ・折り返しを迎える第３期プランの更なる加速化を図るととも
に、 
    新たな視点を加えた次期総合戦略を策定し、「秋田の創
生」 
    の取組を強化。 

「新たな時代への積極果敢な挑戦」「オール秋田での取組の推進」「成果の追求」など、
重点施策等の推進に当たっての県の姿勢を記載 

【移輸出入収支額（億円）】 

  第１次産業 ＋1,200（うち農業＋1,214）   
  第２次産業 △5,872（うち電気機械＋712、食料品△1,524） 
               （うち石油・石炭製品△1,528）             
  第３次産業 △2,353（うち電気＋882、ｶﾞｽ・熱供給△116）                          
     

ｴﾈﾙｷﾞｰ関連△762 

第３期プランの重点戦略 評価 主な課題

戦略１　秋田の未来につながるふるさと定着回帰戦略 Ｃ
県内に若者が希望する職場・職種や魅力的な企業が少ないという声
が多い。

戦略２　社会の変革へ果敢に挑む産業振興戦略 Ｃ
地域においてより大きな資金循環を生み出すコネクターハブ機能を有
する企業が他県と比較して依然として少ない。

戦略３　新時代を勝ち抜く攻めの農林水産戦略 Ｂ
経験と勘に基づく作業が多く、経営体の規模拡大が難しい状況が続い
ている。

戦略４　秋田の魅力が際立つ 人・もの交流拡大戦略 Ｂ
多言語案内やキャッシュレス決済などＦＩＴ（外国人個人旅行者）の多
様なニーズを捉えた受入態勢の整備が進んでない。

戦略５　誰もが元気で活躍できる健康長寿・地域共生社会戦略 Ｃ
介護・福祉人材の確保に向けた事業者と一体となった取組が不足し
ている。

戦略６　ふるさとの未来を拓く人づくり戦略 Ｃ
成長分野を担っていく専門的な技術・技能をもつ人材が不足してい
る。

○こうした新たな“風”を逃さず、足腰の強い県内経済の実現と県民所得の向上を図り、改善の兆しが見える社会減の更なる抑制 
  につなげていくため、来年度は、「『まち』『ひと』『しごと』の好循環」や「稼ぐ力の向上」を目指す「第２期の地方創生」の初年度と 
   して、ＩｏＴ、ＡＩ等も活用しながら、県内経済の「好循環構造」への転換に向けた取組を強力に進める。 
○あわせて、第３期ﾌﾟﾗﾝ及び次期総合戦略に基づき、自然減の抑制、女性や若者の活躍推進、健康寿命の延伸、安全・安心な  
  生活環境の確保等についても、取組の充実・強化を図っていく。 

＜最近の県内経済の動き＞ 

 ・「製造品出荷額等」や「農業産出額」の高い伸び率 

 ・「成長分野」の活性化（ｱｽﾀｰのﾓｰﾀｰｺｲﾙ、ｲｲﾀﾞ産業（Tier1）の進出、洋上風力発電事業の活発化  等） 

 ・複合型生産構造への転換の加速化（しいたけ、ねぎ、ﾀﾞﾘｱ等の出荷拡大  等） 

   本県が抱える様々な課題を克服していくためには、地域の経済力の維持・拡大に力点を置きつつ、他の分野も含め、「平成」ま
での常識や固定観念にとらわれず、大胆で柔軟な発想のもと、「時代の変革」に的確に対応していく必要がある。 

 

＜方向性＞ 

  ・革新技術による成長分野の競争力強化と参 
       入促進  
 ・農工連携による生産性向上とトップブランド 
       産地の形成による農産物の国内外への展 
    開強化  
 ・ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した新事業創出、新商品・ 
      サービス開発等の促進  
   ・新たな分野での起業等にチャレンジする若者     
        への支援  
   ・各分野における「稼ぐ力の源泉」となる人材の 
        確保・育成 
  

   県民一人ひとりの「健康で安心な暮らし」の実現 
   ～子育て支援、医療・介護・福祉の基盤整備、良質な学びの場づくり、県土の保全と防災力強化、安全・安心な生活環境の確保 など～ 

付加価値額の向上させ、
「稼ぐ力」を高める！ 

「所得の漏れ」を 
抑制する！ 

「令和」新時代における本県の飛躍に向けた第一歩 

＜新たな視点＞ 
 
 Ａ 未来技術の本県産業等への利活用 
     （人口減少下における生産性の向上 等） 

 Ｂ ひとの流れの加速、新たな関係づくり 
     （移住・定住の更なる推進、関係人口の 
             創出 等） 

 Ｃ 地域・企業を含むオール秋田での 
          環境づくり 
     （あらゆる局面での連携 等） 

 Ｄ 住民自らの手による地域づくり 
     （若者、女性、高齢者など幅広い参画 等） 

 秋田の将来にとって希望の種となる「未来への投資」を３つの視点から推進する。 

秋田の未来への「投資」三本柱    
 

「所得の還流」の拡大 

   ～「流出」の抑制と「流入」の促進～ 

県内産業の「付加価値額」の向上 

   ～県内経済の「パイ」の維持・拡大～ 

    「稼ぐ力」への投資 

次期総合戦略の推進 

 「健康・安全・安心」への投資 

Ⅱ 結婚・出産・子育て支援、医療・介護・福祉の基盤整備、防災力の強化など、県民生活に密接に関わる分野についても、 
 様々な切り口から新たな施策を展開し、「好循環」を支える県民一人ひとりの「健康で安心な暮らし」の実現を目指す。 

＜基本目標＞ 

 

  １  産業振興による仕事づくり 
  ２  新しい人の流れづくり 
 
  ３  結婚・出産・子育ての 希望をかなえる社会 
         づくり 

 
  ４  時代に合った人・地域づくり 

＜新たな視点＞ 

 

   Ａ  未来技術の本県産業 
        等への利活用 
 
 Ｂ  ひとの流れの加速、 
         新たな関係づくり 
 
 Ｃ  地域・企業を含むオ 
           ール秋田での環境 
         づくり 
 
 Ｄ  住民自らの手による 
         地域づくり 

  

基本的な現状認識 

① 

第1次産業 第２次産業 第３次産業 

億円 

（億円） 

Ａ 

② 

（億円） 県外からの流入 県外からの流入 

年金、地方 

交付税等 

雇用者所得 その他所得 

Ｂ 

億円 

Ｃ 

億円 

○こうした状況は、 

 ・高い賃金や魅力的な職種を求める若年層の県外への流出 

 ・結婚・出産・育児への影響 

 ・高齢化の進行と医療・介護ニーズの高まり 

 ・地域コミュニティ活動の停滞 

 などを引き起こしている。 

 【本県の課題】 

    ○付加価値生産性の低い業種が多く(図①)、「県際収支の赤字」が 

   継続(図③)  →   全国平均と比べ県民所得が低迷(図②) 
 
  ○こうした状況は、 

   ・高い賃金や魅力的な職種を求める若年層の県外への流出 

   ・結婚・出産・育児や進学への影響 

   ・農林水産業や伝統芸能の後継者不足 

   ・高齢化の進行と医療・介護・福祉ニーズの高まり 

   ・地域コミュニティ活動の停滞 

     などの一因となっている。 

 

 
 

  出典：地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）「地域経済循環図」を加工して作成 

地域経済循環図（2013） 

  

 ＜方向性（例）＞ 
 
   ・コネクターハブ機能を担う中核企業の育成とサプライ 
      チェーンの形成による県内調達の拡大 
 
   ・再生可能エネルギーなど「県産エネルギー」の更なる 
      導入拡大 
 
 ・観光コンテンツの磨き上げや地域のブランディング強化 
       による国内外からの誘客の推進 
 

  

 ＜方向性（例）＞ 
 
   ・革新技術による成長分野の競争力強化と参入促進 
  
   ・農工連携による生産性向上と農産物の国内外への展開強化 
 
 ・ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した新事業創出の促進 
 
 ・新たな発想で起業等にチャレンジする若者への支援 
 
    ・「稼ぐ力」の源泉となる人材の確保・育成 

新たな分野での「ビジネスの芽出し」も推進 

これまでの手法や
ターゲットを大胆に

見直しながら 
施策を立案 

県内産業の「付加価値額」の向上 
    ～県内経済の「パイ」の維持・拡大～ 

→② ① 
「所得の還流」の拡大 
   ～「流出」の抑制と「流入」の促進 

②→ 
③ 
④ →① 

これまでの手法やターゲットを大胆に見直し、様々な切り口から施策を展開 

      「人」への投資 

＜施策の方向性＞ 
 
 ①自然減・社会減の抑制 
    結婚･出産･子育てへの支援､若者 
       の県内就職の促進､関係人口の創出 
                                                   など  
 
   ②人材の確保・育成 
      専門人材やｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材の育成､外 
   国人材の受入れの促進 など 
                 
 
   ③若者への支援 
    夢の実現に挑戦する若者への応援､ 
     若者起業家や次世代ｱｽﾘｰﾄの育成 
               など    
   ④女性、高齢者、障害者等の活躍 
    働く女性の活躍の推進､高齢者や 
       障害者の社会参加の促進 など 
                                               

＜施策の方向性＞ 
 
   ①県外からの資金の流れの強化 
    成長産業の県内集積の促進､工業 
     団地の整備､ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ誘客の推進    
                                               など 
 
   ②生産性の向上 
      IoT､AI等の導入やｽﾏｰﾄ農業の促 
  進､大規模園芸拠点の全県展開 
                                             など  
 
   ③県外・国外への展開 
    輸送機産業に関する拠点の形成､ﾍﾙｽ 
         ｹｱ産業の振興､県産品の輸出の促進                            
                                             など 
 
   ④インフラの強化 
    高速道路等の整備､港湾の機能 
      強化､鉄道･航空ﾈｯﾄﾜｰｸの強化  
               など                

○こうした「経済格差」は、 

 ・高い賃金や魅力的な職種を求める若年層の県外への流出 

 ・結婚・出産・育児への影響 

 など、社会減・自然減の要因となり、「人口減少      地域経済 

 の縮小」の悪循環を引き起こしている。 

第３期プランの更なる加速化 

 第２期あきた未来総合戦略（仮称）と一体となって、第３期プランの更なる加速化を図るための施策を重点的に推進する。 

 現行総合戦略の成果等について徹底検証を

行い、新たな視点に立ちながら、次期総合戦

略に基づく「秋田の創生」に向けた取組を推

進する。 

◆これまでの手法やターゲットを大胆に見直し、様々な切り口から施策を展開   ◆これまで以上に「選択と集中」の観点から精査を実施 

   ◆多様な主体が役割分担の下、連携して「オール秋田」で取組を推進 

次期期総合戦略の推進 

これまでの手法やターゲットを大胆に見直し、様々な切り口から施策を展開 

第２期あきた未来総合戦略（仮称）の推進 

 第３期プランの下、人口減少対策を一体

的に推進する。 

  
＜策定に当たっての重点的事項＞  
    基本的な枠組み（基本目標）は継承し 

   ながら、国の示した新たな視点などを取 
   り入れた施策に重点的に取り組んでいく。  
   ⑴   国の基本方針を踏まえた取組 

    ・新しい時代の流れを取り入れた取組  
      ・将来的な移住にもつながる｢関係人口｣ 
            の創出・拡大 など  
    ・女性、高齢者、外国人など誰もが活 
         躍できる地域社会の実現 など 
  
   ⑵ 本県の実情を踏まえた取組 
    ・オール秋田での出会いの場の創出  
    ・住民が主体となった地域コミュニティ 
         の形成  
    ・地域を支える組織や人づくり など 
 
＜基本目標＞ 
 
   ⑴ 産業振興による仕事づくり 
   ⑵ 新しい人の流れづくり 
   ⑶ 結婚・出産・子育ての希望をかなえ 
      る社会づくり 
   ⑷ 新たな時代に対応した地域づくり・ 
      人づくり 
 

③ 
県外への流出 （億円） 

地域経済 
循環率 

８８.４％ 

地域経済  Ａ・Ｃ(33,401億円) 
 循環率     Ｂ   (37,767億円)             
 
全国平均：93.2％(本県は全国32
位) 
 

= 

資料11 

＜施策の方向性＞ 
 
   ①医療・介護・福祉ニーズへの対応 
  救急医療提供体制の強化､介護･ 
  福祉ｻｰﾋﾞｽ提供体制の充実 など 
  
 
 ②防災・減災対策 
    河川改修等の推進､地域防災力の 
      強化､校舎の老朽化対策の推進 
                    など 
 
   ③環境の保全 
    食品ﾛｽの削減､野生鳥獣による 
      被害防止対策の推進 など 
                                         
 
   ④生き生きと暮らせる地域社会づくり 
    地域ｺﾐｭﾆﾃｨの維持､雪対策の強化、 
  市町村間連携の促進 など 
                 

施策重点化の視点 

令和２年度重点施策推進方針 ～ ｢令和｣新時代  秋田の未来への｢投資｣ ～ 

施策重点化の視点  

秋田を持続的に発展させていくため、
経済の自律的な成長力である「稼ぐ
力」への投資を推進する。 
               

秋田の元気創造に「オール秋田」で
取り組んでいくため、県民の活動の
基盤である「健康・安全・安心」へ
の投資を推進する。  

秋田の未来を切り拓いていくため、
「高質な田舎」を実現する原動力で
ある「人」への投資を推進する。  
 

   


